
Fig.1 Experimental setup for generation of supercontinuum at 0.8 μm.  
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研究背景>光コヒーレンストモグラフィ(OCT)は，数 μm オーダーでサンプルを非接触・非破壊に測定す

る技術である．OCT 用の光源として，安定かつ高出力なファイバレーザーベースのスーパーコンティニ

ューム(SC)光源が注目を浴びている．超高分解能 OCT を達成するには，十分なスペクトル幅を持ち，ガ

ウス型のスペクトル波形を持つ SC 光が最適である．本研究では，超短パルスファイバレーザーを用いて

波長 0.8 μm帯のガウス型に近いスペクトル波形を持つ SC光を生成し，高精細な OCTイメージングを実

現した． 

実験方法>本研究の実験系を Fig. 1 に示

す．開発した単層カーボンナノチューブ

フィルムを用いた超短パルス光源から

の種光を，シミラリトン増幅器 1)で増幅

した．次に，増幅後パルスを大口径フォ

トニッククリスタルファイバに結合し

て分散補償を行い，波長 1.6 μm 帯の高

強度超短パルス光を生成した．そして，

生成した高強度超短パルス光を周期分

極反転結晶に入射して，波長 0.8 μm帯の第二高調波超短パルス光を生成した．最後に，生成した第二高

調波超短パルス光を正常分散フォトニッククリスタルファイバに入射して，波長 0.8 μm帯のガウス型に

近い SC光を生成した．この SC光を時間領域 OCT の光源に用いることで，波長 0.8 μm帯の超高分解能

OCTイメージングを行った 2)． 

特色と独創的な点>シミラリトン増幅及び分散補償によって，非常に高品質な高強度超短パルス光を生成

した．そして，ファイバレーザーベースで，波長 0.8 um帯における超高分解能 OCT イメージングを実現

した． 

研究成果>シミラリトン増幅及び分散補償によって，通信波長帯におけ

るシミラリトン増幅としては最も狭い，時間幅 46 fsのペデスタルフリ

ーな高強度超短パルス光の生成に成功した．ピーク強度は 86.7 kW，パ

ルスエネルギーは 4.0 nJ となった．次に，このパルスを用いて，平均

出力 18 mW，中心波長 795 nm，スペクトル半値全幅 88 nmのガウス型

に近いスペクトル波形を持つ SC 光の生成に成功した．そして，この

SC 光を時間領域 OCT の光源に用いて，OCTイメージングを行った．

ハムスターの頬袋の OCTイメージを Fig. 2に示す．生体中の深さ方向

分解能が 2.4 μm，感度が 103 dB で，生体組織の微細構造が観測できる

超高分解能 OCT イメージングが実現できた．  
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Fig. 2 UHR-OCT image of hamster’s  

cheek pouch. 
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